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論文内容の要旨






の二次元造波水路 (14mXO.5 mXO.25 m) を用いた。また、より詳細な実験データを得るために新たに設計された






来から実験的に知られていた「斜降渦 (obliquevortices) J と呼ばれる大規模乱れのほかに、回転構造をもたない気

















砕波帯には、既に報告されている「斜降渦J とよばれる大規模乱れのほかに、 「ダウンパースト j と命名された非回
転の降下乱流水塊が新たに発見された。両者は、同一の波浪条件の下では同時に、あるいは多少の時間的ズレをもっ
て発生するが、波高が増大するにつれて「ダウンバースト J 発生の頻度が増加することがわかった。さらに同一波浪
条件下では「ダウンパースト」の方が多くの底質をより高く巻き上げることが判明した。 r崩れ波」の波高の増大と
ともに頻発する「ダウンパースト J によって多量に、しかも高く浮遊させられた底質が沖方向に運搬された結果、海
岸侵食が生ずるというメカニズムが明らかとなり、従来考えられていた「斜降渦」よりも「ダウンバースト J の方が
大規模な海岸侵食の発生に重要な役割を果たしているという結論が得られている。このような新たな知見は浅海地形
学や海岸工学の進歩に大きな貢献をなすものと思われ、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと
認める。
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